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一般社団法人全国労働金庫協会 

 

国際協同組合年記念シンポジウムの開催について 

全国労働金庫協会（千代田区、理事長・西田安範）は、11 月 28 日に国際協同組合

年記念シンポジウム～協同の力で社会を変える～を下記のとおり開催することとなり

ましたのでお知らせいたします。 

記 

 

１．日  時  ２０２５年１１月２８日（金） ９時００分～１２時２０分 

 

２．開催方法  YouTube liveにて配信 

        申込フォーム URL:  https://forms.gle/48F89NTfjpw3EZ2k8 

３．プログラム  

 （１）開会挨拶 全国労働金庫協会  理事長  西田 安範 

（２）来賓挨拶 国際労働機関（ILO）駐日代表 富田 望 様 

（３）パネルディスカッション 

   【登壇者】 

    法政大学大学院連帯社会インスティテュート教授 伊丹 謙太郎 様 

    日 本 労 働 者 協 同 組 合 連 合 会 理 事 長 古村  伸宏 様 

    （一社）くらしサポート・ウィズ 事務局長 中根  康子 様 

    日本労働組合総連合会 フェアワーク推進局長 小 林  妙 様 

    全国労働金庫労働組合連合会 中央執行委員長 深見  正弘 様 

    全国労働金庫協会 常務理事 菅谷 宏行（ファシリテータ） 

（４）新しい事業モデルの構築（全国労働金庫協会 政策調査部より報告） 

（５）トークセッション（全国の労働金庫の職員１６名が登壇） 

（６）閉会挨拶 全国労働金庫協会 副理事長 江川 光一     

以上    

【本件に関するお問い合わせ先】 

  全国労働金庫協会 経営企画部   TEL０３-３２９５-６７３５ 

＊ 本リリースは、財政研究会金融庁分室、厚生労働記者会、日本銀行金融記者クラブへ資料配布

しております。  

https://forms.gle/48F89NTfjpw3EZ2k8


金11月28日

オンライン配信

９:00〜12:20

参加無料

【主催】 (一社)全国労働金庫協会

【後援】日本協同組合連携機構・国際労働機関（ILO）駐日事務所
労働者福祉中央協議会・日本労働組合総連合会

https://forms.gle/48F89NTfjpw3EZ2k8

●参加申込フォーム 締切：11月20日（木）

【問い合わせ先】全国労働金庫協会 経営企画部
（担当：山﨑、橋本）

TEL： 03 – 3295 – 6735
:koumu@ho.rokinbank.or.jp

国際協同組合年記念シンポジウム

IYC2025全国実行委員会後援事業

～協同の力で社会を変える～

開会挨拶

パネルディスカッション

新しい事業モデルの構築

• 本シンポジウムのテーマでもある「協同の力で社会

を変える」を題材として、パネリスト6名がディス

カッションします。

• IYC2025を契機に改めて求められる協同組合間連

携による社会課題解決や行動変革について考える機

会とします。

来賓挨拶

閉会挨拶

全国労働金庫協会 理事長 西田 安範

国際労働機関（ILO）駐日代表 富田 望 氏

• ろうきんの新たな事業モデル開発に向けて研究活

動を行う〈ろうきんLab〉の取組み状況、および

今後の方向性について報告します。

全国労働金庫協会 副理事長 江川 光一

トークセッション

• 全国の〈ろうきん〉で働く労金職員がIYC2025を

通じた未来に向けた行動変容について宣言します。
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プログラム パネリスト

菅谷 宏行
全国労働金庫協会 常務理事

ファシリテータ

伊丹 謙太郎 氏

中根 康子 氏

深見 正弘 氏

（一社）くらしサポート・ウィズ 事務局長

日本労働組合総連合会 フェアワーク推進局長

古村 伸宏 氏

法政大学院連帯社会 インスティテュート教授

日本労働者協同組合連合会 理事長

全国労働金庫労働組合連合会 中央執行委員長

専門は意思決定科学および社会倫理学（社会学）。
賀川豊彦と同労者たちの事業を中心に協同組合運動
・思想史の研究を進めている。

労働者協同組合センター事業団の船橋、盛岡、仙台、
藤沢などの事業所長、東北、神奈川の各事業本部長を
歴任。事務局長・専務理事を経て2017年から現職。

パルシステム埼玉および連合会組合員理事、埼玉県
生協連内のNPO事務局長、民間相談機関事務局など
を経験後、2013年に現職の前身団体、生活サポート
生協・東京に入職。

小林 妙 氏

1995年ゼンキン連合（現在・ＪＡＭ）に入局。
広報や中央女性協議会、社会保障関係などを担当。
2023年9月より日本労働組合総連合会（連合）に
出向、現在に至る。

1996年愛知労働金庫に入庫(現東海労働金庫)。
2001年より労働組合の役員を歴任。全労金書記長を
経て2022年から現職。

◆参加をご希望の方は、以下のフォームよりお申込みください。◆

2025国際協同組合年（IYC2025）では、協同組合の役割や価値を再認識し、

その実践と発信をする取組みが各地で進められてきました。

この動きを2025年で終わりとするのではなく、

2026年以降の活動につなげる契機とするシンポジウムを開催します。

本シンポジウムでは、多様化する社会課題の解決をめざす協同組合間連携の中で、

〈ろうきん〉の果たすべき役割や事業のあり方を考えます。

協同組合間連携における〈ろうきん〉の役割について考える

金

※ご連絡先のEメールアドレスを正しく入力いただ
けない場合、視聴用URL等のご連絡ができない
ことがございます。
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